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AEXUS ver1.1.0 追加マニュアル 
  

 

このマニュアルは、AEXUS ver1.1.0で追加された内容に関してのみ掲載しています。その他の操作に

ついてはAEXUS ver1.0.0のマニュアルを参照してください。 

 

1. CSVファイル読み込み 

 従来のAEXUSではWOLFのデータベースと関連付けることでWOLFに登録されたデータを読み込むこと

が可能でしたが、CSVファイルに記載された内容の読み込みにも対応しました。 

 

制限事項として以下の点にご注意ください。 

・一つのテンプレートで CSVファイルと WOLFのデータベースを同時に関連付けすることはできませ

ん。 

・CSVファイルの内容 1行につき帳票 1枚となります、1枚の帳票に複数行の内容を収めることはで

きません。 

 

1-1.CSVファイル形式 

 読み込み用のCSV(カンマ区切り)ファイルを用意します。 

以下の形式であればファイルの内容は問いません。 

 

・文字コード：Shift_JIS 

・拡張子：csvまたはtxt 

・1行目は項目(列)名を必ず記載してください。項目(列)名はテンプレート作成時に使用します。 

 後述するテンプレート作成時および帳票作成時において1行目の項目(列)名は必須となります。 

・2行目以降に帳票へ転記したい内容を記載してください。 

 項目(列)数は1行目と必ず同数にしてください。 

 

以下の画面はテキストエディタで作成したCSVファイルの例です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 1行目のみ 項目名 

※項目名はテンプレート作成時の関連付けで必要です。 

② 2行目以降 帳票に記載したい内容  

※カンマで区切られた項目の数は①と同数にしてください。 

 

①  

② 
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1-2.テンプレート作成 

 まず通常通りテンプレートの新規作成からテンプレートの元となる画像を取り込みます。 

 次にテンプレート作成画面のファイルメニューから「CSVファイルから項目の読込」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テンプレート作成で使用するCSVファイルの項目名が記載された1行目は必須です。 

テンプレートの作成では2行目以降のデータは読み込まれませんので、2行目以降の記載有無は特に必

要ありません。 

 

 

 

 

 

 

 

OKで進み、CSVファイル(1-1参照)を選択してください。 

 

WOLF DBの関連付けと同様にコントールを配置後、関連付け設定をしていきます。 

コントールを右クリックし、メニューから「CSV項目に関連付け」を選択します。 

読み込んだCSVの項目名が一覧に表示されますので、関連付けたい項目を選択します。 
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以下のようにテンプレートのコントロールにCSV項目の関連付けを実施してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コントロールの配置と関連付けが終了したら帳票を保存して終了してください。 

 

1-3.帳票作成 

まず、帳票の新規作成からCSVを関連付けしたテンプレート(1-2参照)を読み込みます。 

次にCSVファイルを読み込みます。 

1行名に項目名、2行目以降に内容が記載されたCSVファイルを読み込んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テンプレートを読み込み後、帳票に使用するCSVファイル(1-1参照)を選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

※2行目以降の項目数が1行目の項目数と一致しないCSVファイルおよび、テンプレートで読み込ん

だCSVファイルの1行目と項目名が一致しないCSVファイルは読み込めません。 

 



MDI-AEXUS-MAN-110 

 4 

CSVファイルの項目名および2行目以降の内容が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容が正しければ、OKで進んでください。 

 

CSVファイル2行目以降の内容が読み込まれた帳票が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上図赤囲みのボタンを操作してそれぞれの帳票に読み込まれた内容を確認してください。 

 

<<(最初へ)ボタン：最初の帳票にもどります。 

<(前へ)ボタン：ひとつ前の帳票にもどります。 

>(次へ) ボタン：次の帳票へ進みます。  

>>(最後)ボタン：最後の帳票まで進みます。 

X/Y:現在表示している帳票の位置／全体の帳票の数。 

 

メニューのファイルから帳票の保存を選択した場合、「編集中の帳票」「全ての帳票」の選択画面が表

示されます。保存したい内容を選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

編集中の帳票：現在表示している帳票のみ保存します。 

全ての帳票：CSVから読み込んだ全ての帳票を保存します。 

キャンセル：帳票の保存を中止します。 
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2. テキスト連携 

コントロールに入力した内容を別のコントロールに反映する機能です。 

テキスト連携を設定することで、参照元に入力した内容が参照先に自動的で反映されます。 

以降の説明ではそれぞれを「参照元」「参照先」と呼びます。 

 

ここでは下図テンプレート上側の病名を「参照元」、下側の控えの病名を「参照先」に設定します。 

 

テンプレート作成画面で通常通り、テキストラベル配置、データベース等の関連付けをおこないます。 

次に「参照先」に設定したいラベルテキストを右クリックして「プロパティ」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参照元 

参照先 

「参照先」コントロールを右クリック

し、「プロパティ」を選択します。 
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プロパティの画面ではテキスト連携タブを選択してください。 

左側にコントロール名、右側にテンプレート全体のイメージが表示されます。 

※コントロール名はコントロール配置時に自動的に設定されます。 

※この画面では「参照先」に指定されたコントロールは表示されません。 

 

左側のコントロール名を選択すると、選択したコントロールの位置が右側に赤で表示されます。 

コントールの位置を確認しながら「参照元」のコントロールを選択し、OKを押してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これで「参照先」が設定されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テンプレートを保存し帳票作成を実施することで、参照元の入力内容が参照先へ自動で複写されます。 

参照元 

参照先 

参照元コントロールの位置を確認 

参照元コントロール名を選択 
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テキスト連携を解除したい場合は、式を削除することで解除できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 排他式選択コントロール設定 

チェックボックスコントロールおよび、楕円コントロールの複数配置時に択一式の設定が可能となり

ます。 

 

3-1. チェックボックス排他設定 

テンプレート作成画面で排他設定をおこないたいチェックボックス一式を配置します。 

配置したそれぞれのチェックボックスを Ctrlキーを押しながらクリックするか、または範囲選択機

能を使用してチェックボックス一式をまとめて選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

範囲選択 

グループ一式を選択状態にします。 

ここの値を削除 
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チェックボックス一式が選択された状態で、選択されたチェックボックス内のどれか一つを右クリッ

クし、排他設定を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これで排他設定が設定されました。 

排他設定されたグループ内の何れか一つのチェックボックスしかつけることはできません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

右クリックメニューから「排他設定」

を選択します。 

排他設定されたグループは択一式に

なります。 
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3-2. 楕円コントロール排他設定 

操作は3-1と同様です。 

排他設定を実施する楕円コントロール一式を選択後、排他設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

択一式の項目になります。 
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4. 背景画像の印刷調整 

 テンプレート作成時に読み込んだ画像の印刷調整をします。 

 背景画像のサイズや位置を調整したい時に使用してください。 

 

テンプレート作成画面のファイルメニューから「背景画像の印刷調整」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画像の調整画面が表示されます。 

それぞれの値を変更して背景画像のサイズおよび位置を修正してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伸縮 

 高さ：背景画像の上下方向のサイズを変更します。 

 幅：背景画像の左右方向のサイズを変更します。 

 縦横比を固定する：背景画像の縦横比を固定したい場合はチェックを付けます。 

 

位置 

  上：画面の上端を起点として背景画像の位置を変更します。 

    ＋の値を増加させることで下方向に画像が移動します。 

    －の値を増加させることで上方向に画像が移動します。 

  左：画面の左端を起点として背景画像の位置を変更します。 

    ＋の値を増加させることで右方向に画像が移動します。 

    －の値を増加させることで左方向に画像が移動します。 
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背景画像のサイズおよび位置変更は画面を参照しながら実施してください。 

 

設定変更前の画面です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

位置設定を上+20mm、左+20mに設定した状態の画面です。 

この設定により右下の方向に画像の位置が移動しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


